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（問題点例）

・机が狭く、筆箱が落ちる。

・教科書とノートを広げて使用しにくい。

（課題例）

・筆箱が机から落ちないようにする。

・教科書を立てて、机を広く使用できるようにする。

（解決策例）

・机の端に筆箱が引っかけられる物をつくる。

・教科書を立てられる物をつくる。

○

□「生活や社会を支える材料と加工の技術と

環境負荷について」などの視点を与え、ワ

ークシートに記入させる。

◆机の技術は、様々な材料と加工の技術によ

ってできていることが分かり、それに伴う

社会的な環境問題についても理解している。

【知①】

       【思①】

      【態①】

〈イ　環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度〉

８ 学習のつながり

  

９ 外部人材、地域資源等の活用

○製品の開発者の工夫を学ばせるときは、企業のワークショップを授業に取り入れるな

ど出前授業等を用いて専門的な助言を得る。

○地域の産業における環境への配慮について説明してもらうため、地域や保護者と連携

して、その協力を依頼する。

【技術・家庭科（技術分野）】

「材料と加工の技術」 本題材

「生物育成の技術」

「エネルギー変換の技術」

「情報の技術」

【技術・家庭科（家庭分野）】

「衣食住の生活」

「消費生活・環境」

【保健体育科（保健分野）】

「健康と環境」

【社会科】

「私たちと経済」

【理科】

「科学技術と人間」

これまでの授業を振り返り、「技術」と聞いて思い

付くことなどを絵や文を用いて自由にワークシー

トに書く。第１時の授業での記入内容と、本時で

の記入内容との差を分析し、また、技術における

環境負荷に対する自分自身の視点の変化について

も記入し発表する。

◆自身の机の使用時における問題点を発見し、

課題の設定や制約条件を踏まえた解決策が

提案できる。

◆社会の製品には、計画から製作、使用、廃棄、

リサイクルも含めた環境保全を前提とし、

常に新たな問題に対して、技術革新によっ

て解決を目指していることを理解して、今

後の生活に生かそうとしている。

１ 題材の目標等

（１）目標

（２）題材について

２ 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

３ 環境教育で育成する主な資質・能力（ＥＳＤの視点）

  【ケ 自ら進んで環境の保護・保全に参画しようとする態度（進んで参加する態度）】

よりよい生活の実現に向けて、家庭・地域における環境に配慮した消費行動を考え、

主体的に実践・継続しようとする態度を育成する。

４ 環境教育で対象とする主な内容（ＥＳＤの構成概念）

  【Ｈ　生活様式の見直し（責任性）】

自分や家族の消費行動を振り返り、環境に配慮した消費生活の実践につなげていくこ

とを視点とした内容を扱う。

〇自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解する。

〇自分や家族の消費生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、

計画を立てて実践した結果を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど

して課題を解決する力を身に付ける。

〇自分や家族の消費生活について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って

改善したりして、生活を工夫し創造し、家庭や地域などで実践しようとする。

私たちはエコバッグやマイ箸、マイボトルを使用するなど、環境に配慮した行動を

とっている。しかし、海洋生物への被害や空気・河川の汚染、地球温暖化といった環

境問題を解決し、持続可能な社会を構築するためには、更なる取組が必要である。

本題材では、自分や家族・地域の消費行動によって、物資・サービスの購入から廃

棄における環境負荷を軽減させるとともに、それが企業への働き掛けとなり、商品の

改善につなげることができることに気付かせる。持続可能な社会を実現していくため

に、自立した消費者として、責任ある消費行動を考え、工夫することができるように

することを目指していく。

①自分や家族の消費生活が環

境や社会に及ぼす影響につ

いて、理解している。

①自分や家族の消費生活の中から

問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、計画を立

てて実践した結果を評価・改善

し、考察したことを論理的に表

現するなどして課題を解決する

力を身に付けている。

①よりよい生活の実現に向けて、

自分や家族の消費生活につい

て、課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善した

りして、生活を工夫し創造し、

家庭や地域などで実践しようと

している。

中学校技術・家庭科（家庭分野）

第３学年「環境や社会を変える消費生活を考えよう」
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５ 主なＳＤＧｓとの関連

６ 学習指導計画（４時間）

時 ○主な学習活動
□主な支援 ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

１

自分や家族の消費生活が環境に及ぼす影響に

ついて学習課題を立てよう

○エコバッグやマイ箸、マイボトルを使用す

る人が増加しているグラフや新聞記事から、

その理由を分析する。

○自分の生活や消費行動を振り返り、どのよ

うな行動が、海の生き物への被害や空気・

河川の汚染、地球温暖化などの環境負荷に

つながるのか考える。

○

○学習を振り返り、自分だったらどのように

して環境負荷を軽減させることができるか

課題をまとめる。

□エコバッグやマイ箸、マイボトルの実物を

示し、これらを使用する効果について考え

させる。

□社会や理科等の既習事項を取り上げ、自分

の生活が身近な環境から影響を受けたり、

逆に与えたりしていることを想起させる。

□ＳＤＧｓの関連目標を提示し、環境負荷を

解決していく取組の必要性に気付かせる。

□物資・サービスの購入から廃棄までの道筋

の図を提示し、自分の消費行動の流れをイ

メージしながら、どのような影響があるか

考えられるようにする。

◆自分の消費行動が環境や社会に及ぼす問題

を見いだし、課題を設定している。

【思①】

学習課題

どのような消費行動をすれば、環境負荷

を軽減できるだろうか

（目標 12）３Ｒを実践するなどして、持続可能な社会

を目指した消費行動と生産活動を行い、（目標 14）海洋

と海洋資源の保全など、海の環境や、（目標 15）陸域生

態系、森林、生物多様性など、陸の環境を自らの行動で守り、豊かな生活を実現する

ことにつながっていく。

環境負荷を軽減するためには、どのような

消費行動が必要なのか、学習課題を立てる。

環境負荷につながる消費行動とは、どのよ

うなことだろうか

○自分や家族が、生活に必要な物を購入する

際の選択・購入から廃棄までの過程におい

て、どのような環境負荷につながる行動が

あるか調べる。

○環境負荷につながる行動やサービスごとの

班を編成し、意見交換しながら、よりよい

取組について考える。

□自分の小遣い等で購入できる物を選ばせ、

消費者、販売者、生産者それぞれの立場に

おける環境負荷につながる行動をまとめさ

せる。

□班の中の意見を互いに発表させて、その取

組がなぜよいのかという視点で協議させる。

○各班の取組の発表から、自分の課題を解決

するための方法や分かったことについてま

とめる。

○

○

◆環境に配慮したライフスタイルを実現する

ための方法について考え、工夫している。                              

【思①】

□家族や地域の人からの情報やインターネッ

ト等による資料を基に、それぞれのアイデ

アを企画書にまとめさせる。

◆自分や家族の消費行動が、環境への負荷を

軽減させ、企業の商品の改善につながって

いることを理解している。   【知①】

４

時
本

持続可能な社会を目指した消費生活をしよう

○

○他の班からの評価が高かった提案書の作成

者から提案の意図や工夫点を聞き、自分の

班の提案書を見直し、改善を図る。

○自分や家族の消費生活をどのように改善す

れば、環境負荷の軽減につながるのか考え、

消費生活の在り方やライフスタイルについ

て改善したいこと、自分や家族、地域に伝

えていきたいことをまとめる。

□環境負荷を軽減するために、自分、家族、

地域及び企業が実践できることを持続可能

な社会の構築の視点で評価させる。

◆環境への負荷を軽減するための提案書につ

いて、評価したり改善したりしている。

                【思①】

◆よりよい生活の実現に向けて、自分や家族

の消費生活の在り方やライフスタイルを改

善して、生活を工夫し創造し、実践しよう

としている。         【態①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉

２
・
３

環境負荷につながる消費行動の改善や商品

開発のアイデアを考え、個人で企画書にま

とめる。

他の班の提案書及び企画書を読み、自分、

家族、地域及び企業が実践可能な提案であ

るかを評価する。

個人で考えた企画書を班内で発表し、協議

を通して班としての提案書にまとめる。



7777

第 

２ 

章    

実　
践　
編

５ 主なＳＤＧｓとの関連

６ 学習指導計画（４時間）

時 ○主な学習活動
□主な支援 ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

１

自分や家族の消費生活が環境に及ぼす影響に

ついて学習課題を立てよう

○エコバッグやマイ箸、マイボトルを使用す

る人が増加しているグラフや新聞記事から、

その理由を分析する。

○自分の生活や消費行動を振り返り、どのよ

うな行動が、海の生き物への被害や空気・

河川の汚染、地球温暖化などの環境負荷に

つながるのか考える。

○

○学習を振り返り、自分だったらどのように

して環境負荷を軽減させることができるか

課題をまとめる。

□エコバッグやマイ箸、マイボトルの実物を

示し、これらを使用する効果について考え

させる。

□社会や理科等の既習事項を取り上げ、自分

の生活が身近な環境から影響を受けたり、

逆に与えたりしていることを想起させる。

□ＳＤＧｓの関連目標を提示し、環境負荷を

解決していく取組の必要性に気付かせる。

□物資・サービスの購入から廃棄までの道筋

の図を提示し、自分の消費行動の流れをイ

メージしながら、どのような影響があるか

考えられるようにする。

◆自分の消費行動が環境や社会に及ぼす問題

を見いだし、課題を設定している。

【思①】

学習課題

どのような消費行動をすれば、環境負荷

を軽減できるだろうか

（目標 12）３Ｒを実践するなどして、持続可能な社会

を目指した消費行動と生産活動を行い、（目標 14）海洋

と海洋資源の保全など、海の環境や、（目標 15）陸域生

態系、森林、生物多様性など、陸の環境を自らの行動で守り、豊かな生活を実現する

ことにつながっていく。

環境負荷を軽減するためには、どのような

消費行動が必要なのか、学習課題を立てる。

環境負荷につながる消費行動とは、どのよ

うなことだろうか

○自分や家族が、生活に必要な物を購入する

際の選択・購入から廃棄までの過程におい

て、どのような環境負荷につながる行動が

あるか調べる。

○環境負荷につながる行動やサービスごとの

班を編成し、意見交換しながら、よりよい

取組について考える。

□自分の小遣い等で購入できる物を選ばせ、

消費者、販売者、生産者それぞれの立場に

おける環境負荷につながる行動をまとめさ

せる。

□班の中の意見を互いに発表させて、その取

組がなぜよいのかという視点で協議させる。

○各班の取組の発表から、自分の課題を解決

するための方法や分かったことについてま

とめる。

○

○

◆環境に配慮したライフスタイルを実現する

ための方法について考え、工夫している。                              

【思①】

□家族や地域の人からの情報やインターネッ

ト等による資料を基に、それぞれのアイデ

アを企画書にまとめさせる。

◆自分や家族の消費行動が、環境への負荷を

軽減させ、企業の商品の改善につながって

いることを理解している。   【知①】

４

時
本

持続可能な社会を目指した消費生活をしよう

○

○他の班からの評価が高かった提案書の作成

者から提案の意図や工夫点を聞き、自分の

班の提案書を見直し、改善を図る。

○自分や家族の消費生活をどのように改善す

れば、環境負荷の軽減につながるのか考え、

消費生活の在り方やライフスタイルについ

て改善したいこと、自分や家族、地域に伝

えていきたいことをまとめる。

□環境負荷を軽減するために、自分、家族、

地域及び企業が実践できることを持続可能

な社会の構築の視点で評価させる。

◆環境への負荷を軽減するための提案書につ

いて、評価したり改善したりしている。

                【思①】

◆よりよい生活の実現に向けて、自分や家族

の消費生活の在り方やライフスタイルを改

善して、生活を工夫し創造し、実践しよう

としている。         【態①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉

２
・
３

環境負荷につながる消費行動の改善や商品

開発のアイデアを考え、個人で企画書にま

とめる。

他の班の提案書及び企画書を読み、自分、

家族、地域及び企業が実践可能な提案であ

るかを評価する。

個人で考えた企画書を班内で発表し、協議

を通して班としての提案書にまとめる。
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７ 本時の展開例（４/４時間）  

（１）本時の目標

環境負荷を軽減するための提案書を評価したり改善したりする活動を通して、自分や

家族の消費生活の在り方やライフスタイルを改善して、生活を工夫し創造し、実践しよ

うとする。

（２）本時の展開

○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

企画提案から持続可能な社会へ

（流れ）

・机上に班員分の企画書と班で作成した提案書を

用意する。

・班（４人程度）単位で他の班の提案書と企画書

を読み合わせる。

・環境に配慮した消費行動や商品の改善について、

自分、家族、地域及び企業が実践可能な提案で

あるかを評価したり、更に追加できるアイデア

を出し合ったりする。

・他の班の提案の良い点について、シールや付箋

を付ける。

○他の班からの評価が高かった提案書の作成者から

提案の意図や工夫点を聞き、自分の班の提案書を

見直し、改善を図る。

□ＩＣＴを活用し、評価の方法や評価の基準

を細かく提示し、提案の良さを理解できる

ようにする。

□人数が少ない場合はポスターセッションも

考えられる。

□３分程度で、次の班へ移動するよう促す。

（ブレーンストーミング）

□班員の対話から、自分の気付かなかった工

夫だと思ったことについては、メモをする

ように指示する。

□環境への負荷を軽減するために、自分、家

族、地域及び企業が実践できることを持続

可能な社会の構築の視点で評価させる。

□企業が「脱炭素化」に向けて、事業用の電

力を火力発電から再生可能エネルギーに変

えたり、自然エネルギーを扱う企業に投資

したりする取組があることを説明し、ＳＤ

Ｇｓとの関連も視野に入れながら、自分の

企画書を改善するように指示する。

◆環境への負荷を軽減するための提案書につ

いて、評価したり改善したりしている。

               【思①】

○本時の学習のねらいを確認する。

○提案書の内容を確認して、特に提案したいアピー

ルポイント（工夫点）を確認する。

□本時は、様々な資源をどのように活用す

ることが環境への負荷を軽減させること

なのかを考えるよう見通しをもたせる。

○他の班の提案書及び企画書を読み、自分、家族、

地域及び企業が実践可能な提案であるかを評価す

る。

○自分や家族の消費生活をどのように改善すれば、

環境負荷の軽減につながるのか、消費生活の在り

方やライフスタイルについて改善したいこと、自

分や家族、地域に伝えていきたいことをまとめる。

◆よりよい生活の実現に向けて、自分や家族

の消費生活の在り方やライフスタイルを改

善して、生活を工夫し創造し、実践しよう

としている。         【態①】

８ 学習のつながり

  

９ 外部人材、地域資源等の活用

○電気、ガス、水などエネルギー関連企業から省エネルギーについての事例を聞き、

助言を得る。

○様々な企業から先行的に環境に配慮した商品・最先端の活用方法などの事例を聞く。

○リサイクル関連企業に最先端の活用方法を聞く。

○地域の消費生活センターと連携し、情報を得る。

10 ホームページ等の資料

○環境省 こども環境省

https://www.env.go.jp/kids/

○一般財団法人 環境イノベーション情報機構 このゆびとまれ！エコキッズ

http://www.eic.or.jp/library/ecokids/

○東京都環境局ホームページ

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/

・ＴＯＫＹＯ環境学習ひろば

○東京都環境局キッズページ

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/kids/index.html

【社会科】

「私たちと経済(２)国民の生活

と政府の役割」

【道徳科】

主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

【理科】

「自然と人間」

「科学技術と人間」

【技術・家庭科（家庭分野）】

「消費生活・環境 消費者の権利と責任」 本題材

「食生活　日常食の調理と地域の食文化」

「住生活　住居の機能と安全な住まい」

「衣生活　衣服の選択と手入れ」

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉
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